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第47号平成27年9月1日

家族が結ばれる日

只今 
ご予約
受付中

このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。
お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

高瀬神社 検索

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

おもてなしバンケットホール
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　　　　　　　 Facebookページ開設しました

社
頭
講
話

　
「
歳
月
が
流
れ
ゆ
く
な
か
で
」

社
頭
講
話

　
「
歳
月
が
流
れ
ゆ
く
な
か
で
」

　

早
い
も
の
で
今
年
も
三
分
の
二

が
過
ぎ
ま
し
た
。
お
正
月
が
来
た
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
節
分
に
な
り
、

里
山
の
雪
が
解
け
た
か
な
と
思
っ
た

ら
、
間
も
な
く
桜
の
花
が
咲
き
だ
し

て
、
動
植
物
が
活
発
に
動
き
始
め
ま

し
た
。
や
が
て
桜
が
散
り
、
空
が
寂

し
く
な
っ
た
頃
に
鯉
の
ぼ
り
が
賑
や

か
に
泳
ぎ
始
め
、
大
地
の
早
苗
も
初

夏
の
風
に
吹
か
れ
、
段
々
と
濃
い
緑

に
な
り
ま
し
た
。
稲
穂
が
出
始
め
た

頃
、
鎮
守
の
杜
か
ら
蝉
の
声
が
聞
こ

え
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
は
暑
い
日
が

続
き
ま
し
た
。
季
節
の
移
ろ
い
は
こ

ん
な
に
早
い
も
の
だ
っ
た
か
な
と
つ

く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
近
裏
山
に
新
し
く
林
道
が
開
通

し
ま
し
た
。
猪
や
熊
が
田
畑
を
荒
ら

す
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
電
気

柵
が
め
ぐ
ら
し
て
あ
り
ま
す
。
私
の

子
供
の
頃
、
里
山
は
子
ど
も
の
遊
び

場
で
、
春
は
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
、

秋
は
栗
や
ア
ケ
ビ
な
ど
取
り
に
走
り

廻
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
、
熊
や
猪

や
鹿
な
ど
の
動
物
が
里
山
に
住
み
つ

き
、
危
険
な
場
所
と
な
り
、
遊
び
場

を
動
物
た
ち
に
譲
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
動
物
た
ち
は
彼
ら

の
ペ
ー
ス
で
平
和
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
だ
け
な
の
で
す
が
、
私
た
ち
の

生
活
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
に
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　　

季
節
の
移
ろ
い
も
早
け
れ
ば
、
世

の
中
の
移
り
変
わ
り
も
早
い
も
の
で

す
。
今
年
は
大
東
亜
戦
争
が
終
わ
っ

て
七
十
年
の
節
目
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
は
古
稀
の

齢
と
な
り
、
戦
争
体
験
者
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

終
戦
か
ら
相
当
の
年
数
が
経
過
し

て
、
こ
の
戦
争
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
も
進
み
、
様
々
な
見
解
が
出
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
は
一
方
的
で
自
虐
的
な
見
方

を
、
戦
後
変
わ
る
こ
と
な
く
続
け
て

い
ま
す
。

　

戦
後
、
占
領
下
で
自
信
を
失
っ
た

日
本
人
は
筆
舌
に
尽
せ
ぬ
苦
難
の
生

活
を
経
験
し
ま
し
た
。
私
の
親
世
代

は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の
世
代
も
復

興
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
世
界
中
が
驚
く
速
度
で
高
度
経

済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
世
界
の
経
済

大
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

国
民
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
、
苦
労

し
た
事
実
も
マ
ス
コ
ミ
は
大
き
く
採

り
上
げ
、
若
い
世
代
に
伝
え
て
、
自

分
の
国
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
報

道
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

次
代
を
担
う
人
た
ち
が
自
信
を
持
っ

て
将
来
の
国
造
り
に
邁
進
で
き
る
よ

う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

八
月
十
五
日
は
終
戦
記
念
日
と
い

う
こ
と
で
、
早
朝
か
ら
慰
霊
碑
の
前

で
戦
没
者
慰
霊
祭
を
斎
行
す
る
の
が

毎
年
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、「
戦
後
七
十
年
が
経
過
し
た
の
で
、

今
年
で
慰
霊
祭
を
や
め
る
こ
と
に
し

よ
う
。
一
般
の
家
庭
で
は
五
十
年
で

慰
霊
祭
は
終
わ
る
の
だ
か
ら
。」
と
い

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
本
当

に
そ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

遺
族
が
減
り
、
時
代
が
変
わ
り
、

若
い
人
た
ち
に
英
霊
の
姿
が
ま
と
も

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
と
異
な
っ
た
考
え
方
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
伝
え
な
か
っ
た
ほ

う
も
悪
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
本
位
の
考
え
方
が
中
心
と
な
り
、

世
間
の
こ
と
に
関
わ
る
の
は
面
倒
だ

と
利
己
主
義
が
蔓
延
し
て
い
る
現
状

で
す
。
こ
れ
も
戦
後
七
十
年
間
の
遺

産
な
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
世
間
で
起
き
て
い
る
事
件

や
事
故
、
社
会
不
安
の
要
因
の
多
く

は
、
戦
後
七
十
年
変
え
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
部
分
を
変
え
ず
に
来
た

せ
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
七

十
年
と
い
う
多
く
の
歳
月
が
流
れ

去
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
無
駄
に

し
た
時
間
は
無
か
っ
た
の
か
、
こ
れ

か
ら
も
無
駄
使
い
し
て
行
く
の
か
、

じ
っ
く
り
と
考
え
る
べ
き
秋
で
あ
り

ま
す
。

宮　
司  

藤
井
秀
弘

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
て

い
る
罪
穢
を
祓
い
、
残
り
の
半
年
を

清
々
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
願
う

「
夏
越
の
大
祓
」
が
、
六
月
三
十
日

午
後
三
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
が
奏
上
さ

れ
、
各
人
が
「
人
形
」
に
罪
穢
を
移

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
祭
員
・
参
列

者
約
百
五
十

名
が
次
々
に

「
茅
の
輪
」

を
く
ぐ
り
心

身
を
清
め
た

の
ち
、「
茅

舟
」
に
収
め

ら
れ
た
「
人

形
」
を
大
川

道
に
祓
い
流

し
ま
し
た
。

　

境
内
東
側
に
鎮
座
す
る
末
社
「
髙

瀬
稲
荷
社
」
の
例
祭
が
、
六
月
三
十

日
午
前
十
時
よ
り
斎
行
さ
れ
、
講
員

約
四
十
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

空
梅
雨
の
今
夏
、
祭
典
当
日
も
好

天
に
恵
ま
れ
、
例
祭
に
続
き
、
御
本

社
に
て
「
商
売
繁
昌
祈
願
祭
」
が
行

わ
れ
、
講
員
一
同
の
商
売
繁
昌
・
社

運
隆
昌
と
職
場
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。

※

末
社…

神
社
の
社
格
の
一
つ
。
御
本
社
に

付
属
す
る
神
社
で
、
境
内
の
内
ま
た
は
外

に
あ
る
。

　

土
用
の
三
番
に
あ
た
る
七
月
二
十

二
日
午
前
十
時
よ
り
「
除
熱
祭
」
が

斎
行
さ
れ
、
炎
天
下
の
続
く
夏
を
乗

り
切
り
、
農
作
物
が
無
事
に
生
育
す

る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
、
氏
子
区
域
の
「
献

穀
田
（
安
田
外
喜
男
氏
）」
に
御
幣

を
立
て
、
稲
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。

　

夕
刻
に
は
「
熱
お
く
り
太
鼓
」
が

行
わ
れ
、
氏

子
有
志
が
町

内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

夏
越
の
大
祓

髙
瀬
稲
荷
社
例
祭

除
熱
祭

　

七
月
十
九
日
午
前
十
時
よ
り
古
く

な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
神
社
へ
納

め
る
お
祭
り
「
人
形
感
謝
祭
」
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
台
風
の
影
響
も
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
本
年
で
十
六
回
目
を
迎

え
た
感
謝
祭
に
は
約
七
十
名
が
参
列

し
、
子
供
の
成
長
と
と
も
に
使
わ
な

く
な
っ
た
り
壊
れ
た
り
し
た
「
人
形
」

や
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
に
、
感
謝
と
真
心

の
言
葉
を
捧
げ
、
お
別
れ
し
ま
し
た
。

人
形
感
謝
祭

ひ
と
が
た
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ず
に
来
た

せ
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
七

十
年
と
い
う
多
く
の
歳
月
が
流
れ

去
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
無
駄
に

し
た
時
間
は
無
か
っ
た
の
か
、
こ
れ

か
ら
も
無
駄
使
い
し
て
行
く
の
か
、

じ
っ
く
り
と
考
え
る
べ
き
秋
で
あ
り

ま
す
。

宮　
司  

藤
井
秀
弘

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
て

い
る
罪
穢
を
祓
い
、
残
り
の
半
年
を

清
々
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
願
う

「
夏
越
の
大
祓
」
が
、
六
月
三
十
日

午
後
三
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
が
奏
上
さ

れ
、
各
人
が
「
人
形
」
に
罪
穢
を
移

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
祭
員
・
参
列

者
約
百
五
十

名
が
次
々
に

「
茅
の
輪
」

を
く
ぐ
り
心

身
を
清
め
た

の
ち
、「
茅

舟
」
に
収
め

ら
れ
た
「
人

形
」
を
大
川

道
に
祓
い
流

し
ま
し
た
。

　

境
内
東
側
に
鎮
座
す
る
末
社
「
髙

瀬
稲
荷
社
」
の
例
祭
が
、
六
月
三
十

日
午
前
十
時
よ
り
斎
行
さ
れ
、
講
員

約
四
十
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

空
梅
雨
の
今
夏
、
祭
典
当
日
も
好

天
に
恵
ま
れ
、
例
祭
に
続
き
、
御
本

社
に
て
「
商
売
繁
昌
祈
願
祭
」
が
行

わ
れ
、
講
員
一
同
の
商
売
繁
昌
・
社

運
隆
昌
と
職
場
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。

※

末
社…

神
社
の
社
格
の
一
つ
。
御
本
社
に

付
属
す
る
神
社
で
、
境
内
の
内
ま
た
は
外

に
あ
る
。

　

土
用
の
三
番
に
あ
た
る
七
月
二
十

二
日
午
前
十
時
よ
り
「
除
熱
祭
」
が

斎
行
さ
れ
、
炎
天
下
の
続
く
夏
を
乗

り
切
り
、
農
作
物
が
無
事
に
生
育
す

る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
、
氏
子
区
域
の
「
献

穀
田
（
安
田
外
喜
男
氏
）」
に
御
幣

を
立
て
、
稲
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。

　

夕
刻
に
は
「
熱
お
く
り
太
鼓
」
が

行
わ
れ
、
氏

子
有
志
が
町

内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

夏
越
の
大
祓

髙
瀬
稲
荷
社
例
祭

除
熱
祭

　

七
月
十
九
日
午
前
十
時
よ
り
古
く

な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
神
社
へ
納

め
る
お
祭
り
「
人
形
感
謝
祭
」
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
台
風
の
影
響
も
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
本
年
で
十
六
回
目
を
迎

え
た
感
謝
祭
に
は
約
七
十
名
が
参
列

し
、
子
供
の
成
長
と
と
も
に
使
わ
な

く
な
っ
た
り
壊
れ
た
り
し
た
「
人
形
」

や
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
に
、
感
謝
と
真
心

の
言
葉
を
捧
げ
、
お
別
れ
し
ま
し
た
。

人
形
感
謝
祭

ひ
と
が
た
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木
彫
や
和
紙
・
陶
器
等
、
県

内
外
の
作
家
十
六
名
の
創
作
人

形
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
草
月

流
富
山
県
支
部
「
秀
抱
会
（
梅

崎
秀
鈴
会
長
）」
に
よ
る
「
い

け
ば
な
」
が
会
場
に
彩
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
年
は
第
十
五
回
の
特
別
企

画
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
Ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
さ
ん
に
よ

る「
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
演
奏
会
」

が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
十
五
回 

人
形
展

　
　

〜
一
期
一
会
〜

七
月
十
八
日（
土
）〜

　
　
　

二
十
日（
月・祝
）

▽
監　
　

修

　
　

梅
崎　

親
美

　
　
　
　

（
秀
抱
）

▽
銘
木
材
提
供

　
　

嶋
田　

数
男

▽
写
真
提
供

　
　

南
部
ス
タ
ジ
オ

飛騨山静恵（富山市）

中山美代子（小矢部市）

熊野 幸子（砺波市）
安達 陽子（砺波市）

横堀貴美子（射水市）

つるもりひろこ（野々市市）

中嶋外志男（南砺市）

笹波 美恵（高岡市）

松本 昌子（南砺市）

川原 るみ（南砺市）

牛島 辰馬（南砺市）

中林 雅代（富山市） 南部 祥雲（高岡市） 鳥越 和馬（南砺市）

福島まゆみ（金沢市）

草月流富山県支部「秀抱会」会長 梅崎 秀鈴

　

七
月
七
日
、
当
神
社
が
担
当
と
な
り

「
く
に
た
ま
の
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

北
海
道
か
ら
宮
崎
県
ま
で
各
地
か
ら
会
員

八
十
名
が
参
集
し

ま
し
た
。

　

正
式
参
拝
の

後
、「
平
成
二
十

七
年
度
総
会
」
で

は
千
家
尊
祐
総
裁

（
出
雲
大
社
宮
司
）

の
挨
拶
に
続
い

て
、
廣
瀬
明
正
理

事
（
荒
井
神
社
宮

司
）
が
議
長
を
つ

と
め
、
事
業
計

画
・
予
算
等
が
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
陸
大

学
未
来
創
造
学
部 

長
谷
川
孝
徳
教
授

に
よ
り
、「
神
饌

と
食
文
化
」
と
題

し
て
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

平平平
成成成成
二二
十十十
七七七
年年年
度度度

くくく
ににに
たたた
まままま
ののの
会会会会会会
総総総総
会会会会
開開開開
催催催催

平
成
二
十
七
年
度

　
　

く
に
た
ま
の
会
総
会
開
催

た
か
ま
さ

　

南
砺
市
が
「
Ａ
Ｉ
Ｐ
４
８
」
と
銘

打
ち
四
十
八
組
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
き
た
婚
活
支
援
事
業
。
六
月
十
四

日
、
四
十
八
組
目
に
結
ば
れ
た
お
二

人
の
神
前
結
婚
式
が
、
当
神
社
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

南
砺
市
が
「
Ａ
Ｉ
Ｐ
４
８
」
と
銘

打
ち
四
十
八
組
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
き
た
婚
活
支
援
事
業
。
六
月
十
四

赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ａ
Ｉ
Ｐ
４
８
結
婚
報
告

　

六
月
二
十
日
、
二
年
間
の
改
修
工

事
を
経
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
、

南
砺
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

「
銘
板
除
幕
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
田
中
幹
夫
南
砺
市
長
を
は

じ
め
、
揮
毫
し
た
当
神
社 

宮
司
、
銘

板
を
彫
ら
れ
た

谷
口
信
夫
高
瀬

遺
跡
保
存
協
会

副
会
長
が
除
幕

し
、
オ
ー
プ
ン

を
祝
い
ま
し

た
。

南
砺
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

打 赤

六
月
二
十
日
、
二
年
間
の
改改
修
工

事
を
経
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
、

南
砺
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

銘
板
除
幕
式

※

「
赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は

　

Ａ
Ｉ
Ｐ
と
略
し
、
結
婚
を
望
む
男
女
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
事
業
。
庁
内
に
婚
活
支
援
係
を

置
き
、「
婚
活
倶
楽
部
な
ん
と
」
を
運
営
す
る

ほ
か
、
登
録
し
た
市
内
の
男
女
ら
を
対
象
に
、

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

い
て
き
た
。

エ
ー
ア
イ
ピ
ー

南砺市
山道 康範さん
　　 佳奈さん
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高
瀬
の
碑
（
大
居
覺
平
命
）

（
魚
岸
一
弥 

記
）

お
お
い
か
く
へ
い

い
し
ぶ
み

　

先
月
の
十
五
日
、
大
東
亜
戦
争
終

結
よ
り
七
十
年
の
節
目
を
迎
え
、
各

地
で
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
の
大
戦
に
よ
っ
て
散
華
さ
れ
英
霊

と
な
ら
れ
た
方
々
は
二
〇
〇
万
柱
を

越
え
ま
す
。

　

靖
國
神
社
で
は
、
二
百
四
十
六
万

六
千
余
柱
の
御
祭
神
を
お
祀
り
し
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
英
霊
と
い
え
ば
、

戦
地
で
亡
く
な
ら
れ
た
陸
海
軍
人
を

想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
軍
人
の
他
に
も
外
務
省
等
の

職
員
や
従
軍
看
護
婦
や
児
童
、
生
徒

な
ど
五
万
七
千
余
柱
の
女
性
も
お
祀

り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
高
瀬
村
に
お
い
て
も
中
華
人
民

共
和
国
の
遼
東
半
島
に
あ
っ
た
関
東

庁
（
日
本
の
租
借
地
で
あ
っ
た
関
東

州
に
あ
っ
た
役
所
）
に
て
警
察
官
と

し
て
勤
務
し
、
匪
賊
（
集
団
を
な
し

て
掠
奪
・
暴
行
を
行
う
賊
徒
）
か
ら

現
地
の
住
民
を
守
る
た
め
に
戦
い
亡

く
な
ら
れ
た
警
察
官
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
生
涯
を
記
し
た
名
号
塔

（
碑
）
が
南
砺
市
森
清
に
建
立
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

（
正
面
）

故
関
東
庁　

兼
外
務
省　

巡
査
部
長

勲
八
等
功
八
位　

大
居
覺
平
碑

南
無
阿
弥
陀
仏

蛍
其
釈
現
城

（
碑
背
面
）

故
大
居
覺
平
氏
は　

覚
蔵
長
男
に
生
れ　

性
謹
言
剛
直
に
し
て

友
情
厚
く　

郷
党
以

て
典
模
と
な
す　

大

正
九
年
十
二
月
歩
兵

第
三
十
五
連
隊
に
入

営　

翌
年
上
等
兵
に

昇
進
し　

十
一
年
二

月
西
比
利
亜
に
派
遣

せ
ら
れ　

下
士
適
任

証
書
を
付
与
せ
ら
る

十
三
年
八
月
関
東
庁

兼
外
務
省
巡
査
拝
命

十
月
安
東
警
察
署
勤

務
を
命
せ
ら
れ　

昭

和
五
年
七
月　

安
奉

線
通
遠
堡
派
出
所
勤
務
を
命
せ
ら
る

六
年
九
月
満
洲
事
変
勃
発
以
来
安
奉

線
一
帯
に
亘
る
匪
賊
の
跳
梁
は　

居

住
民
の
生
命
財
産
を
脅
威
し　

鉄
道

交
通
の
不
安
著
し
く
之
れ
か
保
護
警

備
の
為
め
、
屡
危
険
を
冒
し
て
其
任

に
服
し
幾
多
の
偉
功
を
樹
て
た
り　

七
年
三
月
十
八
日
午
前
五
時
約
三
百

名
の
匪
賊
通
遠
堡
附
属
地
に
来
襲
す

る
や　

同
僚
と
協
力
し
奮
戦
時
余
に

及
び
全
く
匪
賊
を
撃
退
し
た
り　

然

れ
ど
も
身
に
負
へ
る
七
十
一
ヶ
所
の

刺
傷
は　

君
を
し
て　

遂
に
人
生
の

華
と
散
ら
し
む　

功
に
依
り
警
察
最

高
の
功
労
記
章
を
授
け
ら
る　

享
年

三
十
三
歳

 
 

永
田
久
信
謹
誌

昭
和
八
年
三
月
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　

大
居
恭
子

　

世
話
方　

村
一
同

　

石
工　
　

西
殿
村　

斉
田
好
四
郎

（
マ
マ
）

シ　

ベ　

リ　

ア

あ
ん
ぽ
う

せ
ん
と
う
え
ん
ぽ
う

し
ば
し
ば

ひ
ぞ
く

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
昭
和
天

皇
の
御
聖
断
に
よ
り
大
東
亜
戦
争
は

終
結
を
む
か
え
る
。
こ
の
戦
争
は
、
国

家
の
総
力
を
尽
く
し
た
戦
い
で
あ
り
、

戦
中
、
国
家
の
為
ま
た
家
族
の
こ
と
を

思
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
英
霊
は
、
行
政

や
親
族
の
手
に
よ
っ
て
手
厚
く
お
祀
り

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
慰
霊
祭
・
忠
魂
碑
・

戦
没
碑
な
ど
、
記
録
と
し
て
ま
た
現
在

も
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
形
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
連
合
軍
が

進
駐
す
る
と
富
山
県
で
も
、
戦
時
体

制
の
解
体
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
年

十
月
に
は
公
共
団
体
の
宗
教
的
行
事

が
禁
止
さ
れ
、
続
い
て
、
国
旗
掲
揚
の

制
限
、
奉
安
殿
（
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

御
真
影
と
教
育
勅
語
を
納
め
る
建

物
）、
忠
霊
塔
・
忠
魂
碑
の
撤
去
な
ど

が
指
示
さ
れ
た
。
靖
國
神
社
に
至
っ
て

は
存
続
す
ら
も
、
危
ぶ
ま
れ
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
生
き
残
ら
れ
た
方
々

も
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
続
々
と
逮
捕

さ
れ
た
。功
霊
殿
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
逆
風
吹
き
荒
れ
る
時
代

で
あ
っ
た
。

　

功
霊
殿
は
、
当
社
本
殿
よ
り
西
側

に
位
置
す
る
末
社
で
、
日
清
戦
争
か
ら

大
東
亜
戦
争
ま
で
、
砺
波
地
区
よ
り

出
征
さ
れ
た
英
霊
と
、
同
地
方
開
拓
の

功
労
者
あ
わ
せ
て
六
四
〇
〇
余
柱
を

お
祀
り
し
て
い
る
。
当
地
方
開
拓
者
を

合
祀
し
た
の
は
、
地
域
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
側
面
も
あ
っ
た
が
、
進
駐
軍
の

占
領
下
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
た
面

も
あ
っ
た
。

　

功
霊
殿
創
立
が
最
初
に
検
討
さ
れ

た
の
は
昭
和
二
十
三
年
末
、
日
本
が
連

合
軍
の
間
接
統
治
下
に
あ
っ
た
時
代
で

あ
る
。
戦
後
の
英
霊
の
顕
彰
も
満
足
に

出
来
な
い
状
況
を
見
か
ね
た
遺
族
は

憤
り
、
遺
族
・
同
志
と
力
を
合
せ
て
功

霊
殿
を
創
立
し
、
永
く
慰
霊
感
謝
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
協
議
が

神
社
で
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
同
年

二
月
四
日
に
開
か
れ
た
「
高
瀬
村
慰
霊

祭
執
行
ニ
関
ス
ル
協
議
会
」
で
あ
る
。

氏
子
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
協
議

会
で
、
高
瀬
村
戦
没
者
の
慰
霊
祭
・
追

悼
法
会
執
行
の
件
と
「
招
魂
堂
」
の
設

立
が
協
議
さ
れ
た
。初
期
の
段
階
で
は
、

「
永
芳
殿
」「
護
國
殿
」
な
ど
名
称
の
候

補
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
尾
崎
定
業
宮

司
の
意
向
で
「
功
霊
殿
」
と
な
っ
た
。

鎮
座
地
に
つ
い
て
は
髙
瀬
神
社
境
内
で

一
決
し
た
。

　

同
年
七
月
に
は
、
東
西
砺
波
郡
の
英

霊
顕
彰
を
目
的
と
す
る
「
越
中
一
宮
髙

瀬
神
社
功
霊
殿
奉
斎
会
」
の
陣
容
・
方

針
も
定
ま
っ
て
く
る
。
会
長
に
は
後
に

県
会
議
長
と
な
る
岩
川
毅
（
実
業
家
・

政
治
家
）。
副
会
長
に
は
東
西
砺
波
郡

遺
族
会
長
を
迎
え
た
陣
容
と
な
っ
た
。

同
会
の
規
約
に
は
、「
此
の
会
は
東
西

砺
波
郡
に
お
け
る
平
和
建
設
功
労
者

の
霊
を
高
瀬
神
社
境
内
の
功
霊
殿
に
合

祀
し
て
其
の
霊
を
慰
め
、
尚
其
の
功
績

を
敬
慕
せ
ん
が
為
永
遠
に
祭
祀
を
執
行

す
る
を
目
的
と
す
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ご
祭
神
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
よ
う
な
範
囲
と
な
っ
た
。

①
戦
没
勇
士
・
軍
属　

②
公
務
に
生
命
を
捧
げ
た
人…

警
官
・

教
員
・
消
防
員
・
自
治
団
体
員
等

③
職
場
に
生
命
を
捧
げ
た
人…

炭
坑
・

鉄
道
工
事
・
水
道
工
事
等　

④
地
方
開
拓
に
功
績
の
あ
っ
た
人　

⑤
砺
波
地
方
産
業
文
化
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
人　

⑥
其
他
役
員
会
に
お
い
て
推
挙
の
あ
っ

た
人

　

以
上
の
よ
う
に
、
創
立
に
向
け
順
調

に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、

遺
族
会
の
な
か
か
ら
多
く
の
意
見
も

噴
出
し
た
。
終
戦
直
後
と
い
う
特
殊

な
状
況
下
で
あ
っ
た
為
、
反
対
す
る
意

見
も
あ
っ
た
が
、
奉
賛
会
監
事
の
根
尾

長
次
郎
が
、
熱
涙
下
る
説
得
を
行
い
、

そ
の
状
況
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
述
べ
た
よ
う
な
奉
賛
会
の
尽
力
も

あ
り
、
功
霊
殿
鎮
座
合
祀
祭
が
、
同
年

九
月
七
日
、
午
前
十
一
時
半
に
斎
行
さ

れ
た
。
会
長
・
副
会
長
以
下
多
数
参
列

さ
れ
、
ご
遺
族
の
方
々
の
御
参
列
は
三

千
人
を
数
え
た
と
い
う
。
創
立
間
も
な

い
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
左
記
の
市
町

村
の
英
霊
を
お
祀
り
し
て
お
り
、
三
十

一
年
以
降
も
地
方
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

を
合
祀
し
続
け
て
い
る
。

　

現
砺
波
市　

砺
波
市
・
庄
川
町　

若
林
村

　

現
南
砺
市　

高
瀬
村
・
福
光
町　

福
野
町
・
城
端
町　

井
波
町
・
井
口
村　

利
賀
村
・
平
村　
　

上
平
村
・
西
野
尻
村

　

現
高
岡
市　

高
岡
市
・
福
岡
町　

中
田
町
・
戸
出
町

　

現
小
矢
部
市　

石
動
町
・
砺
中
町 

西
野
尻
村

　

終
戦
後
の
占
領
下
・
全
国
各
地
で
は

食
糧
難
の
地
域
が
あ
っ
た
時
勢
に
も

拘
ら
ず
、
無
事
創
立
に
至
っ
た
の
は
、
各

遺
族
会
・
奉
賛
会
・
氏
子
の
方
々
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
と
英
霊
へ

の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
が
為
で
あ
ろ
う
。

　

今
年
、
戦
後
七
十
年
を
む
か
え
、
全

国
の
一
部
地
域
で
、「
こ
の
節
目
を
以

て
、地
元
の
慰
霊
祭
を
最
後
に
し
よ
う
」

と
い
う
話
が
ち
ら
ほ
ら
出
て
い
る
こ
と

を
聞
い
た
。
地
域
に
よ
っ
て
諸
々
の
事

情
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
の
奉

賛
会
規
約
に
も
あ
る
よ
う
に
当
時
の

方
々
は
、「
永
遠
に
祭
祀
を
執
行
」
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

功
霊
殿
の
創
立

※

石
碑
の
文
字
は
、正
字
体
を
新
字
体
に
、

片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
、
ル
ビ
は
適

宜
筆
者
が
振
っ
た
。
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覺
平
命
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記
）

お
お
い
か
く
へ
い

い
し
ぶ
み

　

先
月
の
十
五
日
、
大
東
亜
戦
争
終

結
よ
り
七
十
年
の
節
目
を
迎
え
、
各

地
で
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
の
大
戦
に
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っ
て
散
華
さ
れ
英
霊

と
な
ら
れ
た
方
々
は
二
〇
〇
万
柱
を

越
え
ま
す
。

　

靖
國
神
社
で
は
、
二
百
四
十
六
万

六
千
余
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御
祭
神
を
お
祀
り
し
て

い
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す
。
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に
英
霊
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ば
、

戦
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で
亡
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陸
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軍
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れ
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し
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ん
。
し

か
し
、
軍
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の
他
に
も
外
務
省
等
の

職
員
や
従
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看
護
婦
や
児
童
、
生
徒

な
ど
五
万
七
千
余
柱
の
女
性
も
お
祀

り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
高
瀬
村
に
お
い
て
も
中
華
人
民

共
和
国
の
遼
東
半
島
に
あ
っ
た
関
東

庁
（
日
本
の
租
借
地
で
あ
っ
た
関
東

州
に
あ
っ
た
役
所
）
に
て
警
察
官
と

し
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勤
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し
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匪
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し
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掠
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）
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地
の
住
民
を
守
る
た
め
に
戦
い
亡

く
な
ら
れ
た
警
察
官
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
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を
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号
塔

（
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が
南
砺
市
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に
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て
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も
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に
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生
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和
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月
十
五
日
、
昭
和
天

皇
の
御
聖
断
に
よ
り
大
東
亜
戦
争
は

終
結
を
む
か
え
る
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こ
の
戦
争
は
、
国

家
の
総
力
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尽
く
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た
戦
い
で
あ
り
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戦
中
、
国
家
の
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ま
た
家
族
の
こ
と
を

思
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亡
く
な
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れ
た
英
霊
は
、
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政

や
親
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の
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に
よ
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て
手
厚
く
お
祀
り
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れ
た
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そ
れ
は
、
慰
霊
祭
・
忠
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碑
・

戦
没
碑
な
ど
、
記
録
と
し
て
ま
た
現
在

も
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
形
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
連
合
軍
が

進
駐
す
る
と
富
山
県
で
も
、
戦
時
体

制
の
解
体
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
年

十
月
に
は
公
共
団
体
の
宗
教
的
行
事

が
禁
止
さ
れ
、
続
い
て
、
国
旗
掲
揚
の

制
限
、
奉
安
殿
（
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

御
真
影
と
教
育
勅
語
を
納
め
る
建

物
）、
忠
霊
塔
・
忠
魂
碑
の
撤
去
な
ど

が
指
示
さ
れ
た
。
靖
國
神
社
に
至
っ
て

は
存
続
す
ら
も
、
危
ぶ
ま
れ
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
生
き
残
ら
れ
た
方
々

も
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
続
々
と
逮
捕

さ
れ
た
。功
霊
殿
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
逆
風
吹
き
荒
れ
る
時
代

で
あ
っ
た
。

　

功
霊
殿
は
、
当
社
本
殿
よ
り
西
側

に
位
置
す
る
末
社
で
、
日
清
戦
争
か
ら

大
東
亜
戦
争
ま
で
、
砺
波
地
区
よ
り

出
征
さ
れ
た
英
霊
と
、
同
地
方
開
拓
の

功
労
者
あ
わ
せ
て
六
四
〇
〇
余
柱
を

お
祀
り
し
て
い
る
。
当
地
方
開
拓
者
を

合
祀
し
た
の
は
、
地
域
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
側
面
も
あ
っ
た
が
、
進
駐
軍
の

占
領
下
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
た
面

も
あ
っ
た
。

　

功
霊
殿
創
立
が
最
初
に
検
討
さ
れ

た
の
は
昭
和
二
十
三
年
末
、
日
本
が
連

合
軍
の
間
接
統
治
下
に
あ
っ
た
時
代
で

あ
る
。
戦
後
の
英
霊
の
顕
彰
も
満
足
に

出
来
な
い
状
況
を
見
か
ね
た
遺
族
は

憤
り
、
遺
族
・
同
志
と
力
を
合
せ
て
功

霊
殿
を
創
立
し
、
永
く
慰
霊
感
謝
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
協
議
が

神
社
で
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
同
年

二
月
四
日
に
開
か
れ
た
「
高
瀬
村
慰
霊

祭
執
行
ニ
関
ス
ル
協
議
会
」
で
あ
る
。

氏
子
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
協
議

会
で
、
高
瀬
村
戦
没
者
の
慰
霊
祭
・
追

悼
法
会
執
行
の
件
と
「
招
魂
堂
」
の
設

立
が
協
議
さ
れ
た
。初
期
の
段
階
で
は
、

「
永
芳
殿
」「
護
國
殿
」
な
ど
名
称
の
候

補
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
尾
崎
定
業
宮

司
の
意
向
で
「
功
霊
殿
」
と
な
っ
た
。

鎮
座
地
に
つ
い
て
は
髙
瀬
神
社
境
内
で

一
決
し
た
。

　

同
年
七
月
に
は
、
東
西
砺
波
郡
の
英

霊
顕
彰
を
目
的
と
す
る
「
越
中
一
宮
髙

瀬
神
社
功
霊
殿
奉
斎
会
」
の
陣
容
・
方

針
も
定
ま
っ
て
く
る
。
会
長
に
は
後
に

県
会
議
長
と
な
る
岩
川
毅
（
実
業
家
・

政
治
家
）。
副
会
長
に
は
東
西
砺
波
郡

遺
族
会
長
を
迎
え
た
陣
容
と
な
っ
た
。

同
会
の
規
約
に
は
、「
此
の
会
は
東
西

砺
波
郡
に
お
け
る
平
和
建
設
功
労
者

の
霊
を
高
瀬
神
社
境
内
の
功
霊
殿
に
合

祀
し
て
其
の
霊
を
慰
め
、
尚
其
の
功
績

を
敬
慕
せ
ん
が
為
永
遠
に
祭
祀
を
執
行

す
る
を
目
的
と
す
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ご
祭
神
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
よ
う
な
範
囲
と
な
っ
た
。

①
戦
没
勇
士
・
軍
属　

②
公
務
に
生
命
を
捧
げ
た
人…

警
官
・

教
員
・
消
防
員
・
自
治
団
体
員
等

③
職
場
に
生
命
を
捧
げ
た
人…

炭
坑
・

鉄
道
工
事
・
水
道
工
事
等　

④
地
方
開
拓
に
功
績
の
あ
っ
た
人　

⑤
砺
波
地
方
産
業
文
化
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
人　

⑥
其
他
役
員
会
に
お
い
て
推
挙
の
あ
っ

た
人

　

以
上
の
よ
う
に
、
創
立
に
向
け
順
調

に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、

遺
族
会
の
な
か
か
ら
多
く
の
意
見
も

噴
出
し
た
。
終
戦
直
後
と
い
う
特
殊

な
状
況
下
で
あ
っ
た
為
、
反
対
す
る
意

見
も
あ
っ
た
が
、
奉
賛
会
監
事
の
根
尾

長
次
郎
が
、
熱
涙
下
る
説
得
を
行
い
、

そ
の
状
況
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
述
べ
た
よ
う
な
奉
賛
会
の
尽
力
も

あ
り
、
功
霊
殿
鎮
座
合
祀
祭
が
、
同
年

九
月
七
日
、
午
前
十
一
時
半
に
斎
行
さ

れ
た
。
会
長
・
副
会
長
以
下
多
数
参
列

さ
れ
、
ご
遺
族
の
方
々
の
御
参
列
は
三

千
人
を
数
え
た
と
い
う
。
創
立
間
も
な

い
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
左
記
の
市
町

村
の
英
霊
を
お
祀
り
し
て
お
り
、
三
十

一
年
以
降
も
地
方
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

を
合
祀
し
続
け
て
い
る
。

　

現
砺
波
市　

砺
波
市
・
庄
川
町　

若
林
村

　

現
南
砺
市　

高
瀬
村
・
福
光
町　

福
野
町
・
城
端
町　

井
波
町
・
井
口
村　

利
賀
村
・
平
村　
　

上
平
村
・
西
野
尻
村

　

現
高
岡
市　

高
岡
市
・
福
岡
町　

中
田
町
・
戸
出
町

　

現
小
矢
部
市　

石
動
町
・
砺
中
町 

西
野
尻
村

　

終
戦
後
の
占
領
下
・
全
国
各
地
で
は

食
糧
難
の
地
域
が
あ
っ
た
時
勢
に
も

拘
ら
ず
、
無
事
創
立
に
至
っ
た
の
は
、
各

遺
族
会
・
奉
賛
会
・
氏
子
の
方
々
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
と
英
霊
へ

の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
が
為
で
あ
ろ
う
。

　

今
年
、
戦
後
七
十
年
を
む
か
え
、
全

国
の
一
部
地
域
で
、「
こ
の
節
目
を
以

て
、地
元
の
慰
霊
祭
を
最
後
に
し
よ
う
」

と
い
う
話
が
ち
ら
ほ
ら
出
て
い
る
こ
と

を
聞
い
た
。
地
域
に
よ
っ
て
諸
々
の
事

情
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
の
奉

賛
会
規
約
に
も
あ
る
よ
う
に
当
時
の

方
々
は
、「
永
遠
に
祭
祀
を
執
行
」
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

功
霊
殿
の
創
立

※

石
碑
の
文
字
は
、正
字
体
を
新
字
体
に
、

片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
、
ル
ビ
は
適

宜
筆
者
が
振
っ
た
。
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子
供
の
頃
の
遊
び
場
と
し
て

誰
れ
い
う
と
な
く
集
ま
る
の
が

神
社
の
境
内
で
し
た
。
相
撲
を

取
っ
た
り
、
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
か

く
れ
ん
ぼ
を
す
る
時
は
、
杉
の

大
木
の
割
れ
目
に
二
人
く
ら
い

入
っ
て
隠
れ
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
便
利
で
し
た
。
ま
た
、
今

の
本
殿
へ
行
く
手
前
に
太
鼓
橋

が
あ
り
、
渡
る
手
前
右
側
に
大

き
な
風
神
堂
が
あ
り
ま
し
た
。

木
の
塀
で
囲
ま
れ
た
立
派
な
も

の
で
し
た
。
そ
の
前
に
土
の
山

が
あ
り
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
最
適
で
し
た
。
土

の
山
の
上
で
相
撲
を
取
っ
た
り
、

坂
落
と
し
を
し
た
り
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
別
の
遊
び
と
し
て
拝

殿
床
下
に
あ
る
皿
舞
（
さ
ら
ま

い
）
と
云
う
虫
を
捕
っ
た
り
も

し
ま
し
た
（
床
下
の
土
が
灰
状

に
な
り
虫
が
動
く
の
に
丁
度
具

合
が
良
い
）。

　

さ
ら
に
本
殿
左
側
に
あ
っ
た

池
は
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、

か
た
い
者
だ
け
顔
が
写
る
と
い

う
こ
と
で
、
何
回
も
何
回
も
池

の
中
を
見
入
り
ま
し
た
。
本
殿

後
ろ
に
あ
る
外
堀
は
横
に
流
れ

て
い
る
螢
川
同
様
に
水
遊
び
の

場
で
あ
り
蓮
の
花
や
葉
と
子
供

の
水
泳
と
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
仲
間
は
今
は
故
人
と

な
ら
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

田
邉
良
三

髙瀬神社周辺　の今と昔 平成27年 6 月吉日今 昔
至
井
波

至
福
野

国道

N

神子畑会館
長井
石川

石川斉藤

光源寺
四塚

四塚

山田

川島

福井

小西（医師）

長井 高見 岩倉

小西

山田

岩倉

岩倉

西野

奥田

松田

小西

小西

豊川
長井 岩倉

石岡 石川

酒泉

酒泉

寺西 順
勝
寺

社
務
所

手
水
舎

稲
荷
社

螢
川

宮川

大門川

岩倉

川岸

本
殿

功
霊
殿

拝
殿

拝
殿

廊
下

至
井
波

至
福
野

県道

N

髙瀬神社駅

高瀬農協長井

光源寺

四塚

川島

福井

小西（医師）

岩倉（医師） 岩倉

小西

山田

岩倉

岩倉

小西

小西

豊川
長井 岩倉

石岡 石川

酒泉

寺西 順
勝
寺

社
務
所

螢
川

宮川

大門川

岩倉

川岸

風
神
堂

本
殿

拝
殿

池

・
・
・
・

※

か
た
い
者…

良
い
子
と
い
う
意
味

（昭和初期）



第47号平成27年9月1日第47号平成27年9月1日

89 　　　　　　　 Facebookページ開設しました

　

子
供
の
頃
の
遊
び
場
と
し
て

誰
れ
い
う
と
な
く
集
ま
る
の
が

神
社
の
境
内
で
し
た
。
相
撲
を

取
っ
た
り
、
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
か

く
れ
ん
ぼ
を
す
る
時
は
、
杉
の

大
木
の
割
れ
目
に
二
人
く
ら
い

入
っ
て
隠
れ
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
便
利
で
し
た
。
ま
た
、
今

の
本
殿
へ
行
く
手
前
に
太
鼓
橋

が
あ
り
、
渡
る
手
前
右
側
に
大

き
な
風
神
堂
が
あ
り
ま
し
た
。

木
の
塀
で
囲
ま
れ
た
立
派
な
も

の
で
し
た
。
そ
の
前
に
土
の
山

が
あ
り
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
最
適
で
し
た
。
土

の
山
の
上
で
相
撲
を
取
っ
た
り
、

坂
落
と
し
を
し
た
り
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
別
の
遊
び
と
し
て
拝

殿
床
下
に
あ
る
皿
舞
（
さ
ら
ま

い
）
と
云
う
虫
を
捕
っ
た
り
も

し
ま
し
た
（
床
下
の
土
が
灰
状

に
な
り
虫
が
動
く
の
に
丁
度
具

合
が
良
い
）。

　

さ
ら
に
本
殿
左
側
に
あ
っ
た

池
は
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、

か
た
い
者
だ
け
顔
が
写
る
と
い

う
こ
と
で
、
何
回
も
何
回
も
池

の
中
を
見
入
り
ま
し
た
。
本
殿

後
ろ
に
あ
る
外
堀
は
横
に
流
れ

て
い
る
螢
川
同
様
に
水
遊
び
の

場
で
あ
り
蓮
の
花
や
葉
と
子
供

の
水
泳
と
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
仲
間
は
今
は
故
人
と

な
ら
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

田
邉
良
三

髙瀬神社周辺　の今と昔 平成27年 6 月吉日今 昔
至
井
波

至
福
野

国道

N

神子畑会館
長井
石川

石川斉藤

光源寺
四塚

四塚

山田

川島

福井

小西（医師）

長井 高見 岩倉

小西

山田

岩倉

岩倉

西野

奥田

松田

小西

小西

豊川
長井 岩倉

石岡 石川

酒泉

酒泉

寺西 順
勝
寺

社
務
所

手
水
舎

稲
荷
社

螢
川

宮川

大門川

岩倉

川岸

本
殿

功
霊
殿

拝
殿

拝
殿

廊
下

至
井
波

至
福
野

県道

N

髙瀬神社駅

高瀬農協長井

光源寺

四塚

川島

福井

小西（医師）

岩倉（医師） 岩倉

小西

山田

岩倉

岩倉

小西

小西

豊川
長井 岩倉

石岡 石川

酒泉

寺西 順
勝
寺

社
務
所

螢
川

宮川

大門川

岩倉

川岸

風
神
堂

本
殿

拝
殿

池

・
・
・
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ご
案
内

奉　

納

奉　

納

奉　

納

　

歯
固
め
石

　

当
神
社
で
は
、
お
食
い
初
め
の
石

「
歯
固
め
石
」を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
問
い
あ
わ
せ
は
社
務
所
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　

電
話
〇
七
六
三（
八
二
）〇
九
三
二

※

「
歯
固
め
の
石
」
と
は

　

生
後
百
日
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生

え
は
じ
め
る
時
期
で
す
。
お
食
い
初
め
で

は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
石
の
よ
う
に
丈
夫
な
歯

が
生
え
る
事
を
願
う
「
歯
固
め
の
儀
」
を

行
い
ま
す
。
こ
の
「
歯
固
め
の
儀
」
で
使

わ
れ
る
石
の
事
を
、「
歯
固
め
石
」
と
言

い
ま
す
。

○
色
紙
「
日
本
心
」

　

新
潟
県
長
岡
市

　
　

道
間　

恵
子 

殿

　

平
成
二
十
七
年
七
月
十
八
日

　　　　　　　 Facebookページ開設しました

ま
ず
大
国
様
に
初
詣

戌の日（安産祈願）

平成28年 厄年・身祝一覧
〈厄年〉 〈身祝〉

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
※＊…この年を厄とする地域もあります。
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9月 7・19日
10月 1・13・25日
11月 6・18・30日
12月12・24日

1月 5・17・29日
2月10・22日
3月 5・17・29日
4月10・22日

腹帯のお祓いも行いますのでご持参下さい。

平成27年 平成28年 　本年は次の通りです。

※10月1日より11月末日まで、毎日午前
9時より午後4時30分まで随時受け付
けております。

○７歳（女子）　平成21年生
○５歳（男子）　平成23年生
○３歳（男女）　平成25年生

七五三詣（数え年）

新
年
初
祈
祷
の
ご
案
内

新
年
初
祈
祷
の
ご
案
内

〜
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
〜

　

福
の
神
・
結
び
の
神
様
で
あ
り
ま
す
「
大
国
主
命
（
大
国
様
）」

を
お
ま
つ
り
す
る
髙
瀬
神
社
で
は
、
全
て
の
災
厄
を
祓
い
退
け
、

心
に
平
安
を
も
た
ら
す
髙
瀬
の
大
神
様
の
ご
神
徳
に
よ
り
、
ご
家

族
皆
様
の
安
泰
と
繁
栄
、
ま
た
諸
々
の
願
い
が
成
就
す
る
よ
う
祈

る
、「
新
年
初
祈
祷
」
を
承
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
事
故
・
災
難
や
病
気
・
怪
我
無
く
、
家
族
の
「
絆
」

が
結
ば
れ
幸
せ
で
あ
る
よ
う
、
年
頭
に
あ
た
り
ご
家
族
お
揃
い
で

ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

・
内　

容　

家
内
安
全
（
開
運
招
福
）
家
族
結
び
祈
祷

　
　
　
　
　

商
売
繁
昌
（
事
業
繁
栄
）
他

　
　
　
　
　

願
意
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
期　

間　

節
分
の
頃
ま
で
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
（
元
旦
は
午
前
零
時
か
ら
午
後
六
時
頃
ま
で
）

・
受　

付　

ご
祈
祷
入
口
か
ら
お
入
り
下
さ
い

・
祈
祷
料　

一
祈
願
五
千
円
よ
り

　
　
　
　
　

（
ご
志
納
願
い
ま
す
）

ご
祈
祷
を
お
受
け
に
な
り
、

　

一
年
間
清
々
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い
。

は　
が
た　
　

い
し

○
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」

　

富
山
県
美
術
展
会
員
大
賞
作
品

（
平
成
十
三
年
）

○
「
想
い
」

　

富
山
県
美
術
展
賞
作
品

（
昭
和
六
十
三
年
）

　

南
砺
市
野
田

　

彫
刻
家
・
日
本
美
術
会
員

　
　

中
嶋
外
志
男 

殿

　

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

【
表
紙
写
真
】

　
　　

功　

霊　

殿

み　
　
　

な　
　
　

ず　
　
　

き

「
二
拝
二
拍
手
一
拝
」
座
礼

　

神
様
を
拝
む
作
法
「
二
拝
二
拍
手
一
拝
」。
今
回
は
座
礼
で
の

正
式
な
作
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①神前に進み姿勢を正す。

②二回深くおじぎをします。
　※おじぎの際、床に手をつけます

③肩幅程度に両手を開き、
　二回拍手をします。

④もう一度おじぎをします。

参
拝
の
作
法
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八
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家族が結ばれる日

只今 
ご予約
受付中

このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。
お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

高瀬神社 検索

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

おもてなしバンケットホール

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日　

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀬
神
社
社
務
所

編
集
人　

長
谷
川
宏
幸　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

一日一組限定の
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